
　
今
回
は
「
経
営
者
と
吸
収

力
」
に
つ
い
て
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
誰
か

が
世
間
よ
り
明
ら
か
に
早
い

情
報
を
ゲ
ッ
ト
し
た
時
、「
そ

の
情
報
を
真
っ
先
に
伝
え
た

い
」
と
思
え
る
人
が
い
た
と

し
ま
す
。
そ
ん
な
人
に
な
る

に
は
ど
う
す
る
か
、
で
す
。

　
日
常
か
ら
他
人
の
話
に
反

応
で
き
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ

る
「
吸
収
力
」

が
あ
る
人
間
に

な

る

こ

と
で

す
。
話
を
す
る

と
き
に
こ
ち
ら

の
心
が
伝
わ
る
よ
う
な
要
素

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。
そ

ん
な
人
は
、
他
人
の
話
に
対

し
、
常
に
「
興
味
が
あ
り
ま

す
」
と
気
持
ち
を
示
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
伝

え
よ
う
と
し
て
も
「
そ
れ
は

知
っ
て
い
る
よ
」
と
返
っ
て

く
る
人
も
い
ま
す
。
中
に
は
、

こ
ち
ら
の
話
に
興
味
を
示
さ

ず
、
違
う
話
を
切
り
返
し
て

く
る
人
も
い
ま
す
。
こ
う
い

う
人
に
は
、
世
間
よ
り
明
ら

か
に
早
い
情
報
が
入
っ
た
と

し
て
も
、
話
さ
な
く
な
り
ま

す
。
「
吸
収
力
」
が
な
い
人

だ
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。

　
他
人
に
「
吸
収
力
」
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
か
、
思
わ
れ

な
い
か
で
、
情
報
が
入
る
ス

ピ
ー
ド
は
倍
以
上
の
開
き
が

出
て
き
ま
す
。
経
営
者
は
、

好
奇
心
が
旺
盛
で
、
感
度
の

高
さ
を
表
現
で
き
、
さ
ら
に

は
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
し
っ
か
り
と
で
き
る
人
間

に
な
る
の
が
理
想
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
世
間

の
出
来
事
（
ニ
ュ
ー
ス
）
に

敏
感
に
な
り
、
教
養
も
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
お
の
ず
と
「
吸
収

力
」
が
身
に
付
き
ま
す
。

　
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分

野
に
お
い
て
百
年
に
一
度
の

技
術
革
新
が
起
き
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
革
新

を
自
分
の
力
だ
け
で
情
報
を

得
て
理
解
す
る
の
は
至
難
の

技
で
す
。
「
吸
収
力
」
を
発

揮
し
て
い
だ
き
、
百
年
に
一

度
の
新
時
代
に
楽
し
み
な
が

ら
入
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
（
湘
南
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｅ

Ｏ
／
公
認
心
理
師
・
松
岡
康

彦
）

　
自
動
車
業
界
は
自
動
運
転

技
術
の
進
歩
や
、
ガ
ソ
リ
ン

車
か
ら
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

な
ど
に
切
り
替
わ
る
「
１
０

０
年
に
一
度
の
大
変
革
」
と

も
言
わ
れ
、
大
き
な
変
化
が

起
こ
り
つ
つ
あ
る
。

　
講
演
で
は
、
本
田
技
術
研

究
所
の
岩
田
氏
が
、
電
動
化

推
進
に
お
け
る
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

の
概
念
に
つ
い
て
解
説
。

　
さ
ら
に
、
電
動
モ
ビ
リ
テ

ィ
に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
と

独
自
開
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
、
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

ド
技
術
な
ど
で
融
合
さ
せ
る

ホ
ン
ダ
独
自
の
概
念
「
ホ
ン

ダ
ｅ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
に
つ
い
て

語
る
。

　
岩
田
氏
は
、
本
田
技
術
研

究
所
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
チ

ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め
、

先
進
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
兼
ラ
イ
フ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ

ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
統
括

も
担
当
。
こ
れ
ま
で
エ
ン
ジ

ン
設
計
に
従
事
し
、
Ｎ
Ｓ
Ｘ

な
ど
を
担
当
。
２
０
０
５
年

に
は
電
動
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト

研
究
開
発
に
て
、
Ｆ
ｉ
ｔ
Ｅ

Ｖ
な
ど
の
開
発
に
携
わ
り
、

12
年
か
ら
超
小
型
Ｅ
Ｖ
の
開

発
を
陣
頭
指
揮
し
た
。
現
在

は
「
ホ
ン
ダ
ｅ
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」

を
提
案
し
、
指
揮
し
て
い
る
。

　
今
回
の
講
演
は
、
日
本
を

代
表
す
る
自
動
車
メ
ー

カ

ー
、
ホ
ン
ダ
が
見
据
え
る
自

動
車
の
近
未
来
に
つ
い
て
の

方
向
性
を
知
る
こ
と
で
、
会

員
企
業
の
今
後
の
経
営
戦
略

に
も
参
考
に
し
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
た
。

　
申
し
込
み
締
め
切
り
は
９

日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、

近
未
来
事
務
局
（
０
４
２
・

７
５
３
・
８
３
６
）
ま
で
。

　
座
間
市
小
松
原
に
工
場
を

持
っ
て
お
り
、
半
導
体
関
連

や
自
動
車
・
防
衛
・
医
療
関

連
部
品
な
ど
の
超
精
密
な
切

削
加
工
を
手
掛
け
る
。

　
素
材
に
も
よ
る
が
、
直
径

０
・
５
㍉
～
50
㍉
、
長
さ
は

２
５
０
㍉
。
精
度
は
０
・
０

０
５
㍉
単
位
で
の
加
工
が
可

能
。
寸
法
公
差
も
旋
盤
加
工

で
あ
れ
ば
内
外
径
０
・
01
㍉
、

同
芯
度
０
・
01
㍉
ま
で
十
分

対
応
で
き
る
と
い
う
。
「
営

業
を
頑
張
れ
ば
仕
事
量
は
増

え
ま
す
。
し
か
し
『
設
備
』

と
そ
れ
を
動
か
す
『
人
』
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

な
い
と
、
何
ら
か
の
問
題
が

出
て
き
ま
す
」
と
河
野
社
長
。

　
仕
事
量
に
対
し
、
既
存
設

備
と
人
員
が
不
足
し
て
い
た

ら
明
ら
か
に
キ
ャ
パ
オ
ー
バ

ー
に
な
り
、
逆
に
設
備
や
人

員
が
十
分
で
も
、
そ
れ
に
見

合
う
仕
事
量
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
利
益
が
出
な
い
。
同

社
は
こ
の
３
要
素
を
正
三
角

形
に
近
づ
け
る
よ
う
に
意
識

し
て
い
る
と
い
う
。
特
定
の

取
引
先
に
依
存
せ
ず
顧
客
を

分
散
化
し
て
い
る
の
も

特

徴
。

　
大
口
取
引
先
１
社
に
頼
っ

て
し
ま
う
体
質
だ
と
、
そ
の

企
業
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や

す
い
。
あ
え
て
分
散
す
る
こ

と
で
、
経
営
の
安
定
化
に
つ

な
げ
て
い
る
。
取
引
先
を
増

や
す
た
め
に
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
。
「
地
道
な
信

頼
の
積
み
重
ね
」
（
河
野
社

長
）
と
説
く
。

　
「
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、

き
れ
い
な
品
物
を
納
品
す
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

納
期
も
大
切
に
し
て
い

ま

す
」
（
同
）
と
も
。
デ
ジ
タ

ル
全
盛
時
代
な
が
ら
も
、
商

売
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を

貫
き
続
け
て
い
る
。

　
（
記
事
提
供
・
か
な
が
わ

経
済
新
聞
）

　
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
（
南

区
大
野
台
）
は
、
フ
ァ
ン
で

装
置
内
に
取
り
入
れ
た
空
気

を
内
蔵
の
紫
外
線
ラ
ン

プ

（
Ｕ
Ｖ
Ｃ
）
で
照
射
す
る
こ

と
で
ウ
イ
ル
ス
・
菌
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
作
用
し
、
不
活
性
化
さ

せ
る
空
間
除
菌
装
置
「
ウ
ィ

ル
レ
ス

エ
ア
ー
」
＝
写
真

＝
の
リ
ー
ス
を
始
め
た
。

　
月
額
３
６
８
０
円
（
３
年

間
）
か
ら
の
プ
ラ
ン
を
設
定

し
、
そ
の
間
は
、
紫
外
線
ラ

ン
プ
な
ど
の
消
耗
品
も
無
償

で
交
換
す
る
。
リ
ー
ス
終
了

後
は
利
用
者
が
無
料
で
引
き

取
れ
る
。
小
規
模
の
飲
食
店

や
オ
フ
ィ
ス
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
で
も
、
本
格
的
な

Ｕ
Ｖ
除
菌
装
置
を
手
軽
に
導

入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
同
製
品
は
音
響
機
器
を
製

造
販
売
す
る
同
社
な
ら
で
は

設
計
を
施
し
て
お
り
、
稼
働

中
の
静
音
に
こ
だ
わ
っ
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
稼
働
時
の

音
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
下

で

「
図
書
館
並
み
に
静
か
で
す
」

（
渡
邊
将
文
社
長
）
と
し
て

い
る
。
地
方
独
立
行
政
法
人
・

神
奈
川
県
立
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
実
施
し
た
性
能
評

価
試
験
に
よ
る
と
、
空
間
内

の
モ
デ
ル
ウ
イ
ル
ス
「
バ
ク

テ
リ
オ
フ
ァ
ー
ジ
」
が
１
時

間
で
99
・
98
％
減
少
し
た
こ

と
も
立
証
し
た
。

　
月
額
３
６
８
０
円
（
３
年

間
）
の
ほ
か
、
同
４
６
８
０

円
（
２
年
間
）
、
同
７
９
８

０
円
（
１
年
間
）
も
選
べ
る
。
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自動車業界「100年に1度の大変革」

ホンダ重鎮呼び講演会

近
未
来
技
術
研
究
会
６
月
例
会

講演する岩田氏

空
間
除
菌
装
置
の

リ
ー
ス
販
売
開
始

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス

河野製作所
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工
業
部
会
・
近
未
来
技
術
研
究
会
（
吉
田
英
訓
会
長
）

は
６
月
23
日
の
午
後
６
時
半
～
同
８
時
ま
で
、
市
立
産
業

会
館
で
第
一
線
で
陣
頭
指
揮
す
る
本
田
技
術
研
究
所
・
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
岩
田
和
之
氏
を
招

い
た
「
１
０
０
年
に
１
度
の
大
変
革
！
　
自
動
車
の
近
未

来
」
と
題
し
た
会
員
向
け
経
営
講
演
会
を
開
催
す
る
。
リ

ア
ル
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
う
。
　

　河野製作所（南区麻溝台）は「正

三角形」を意識した経営を進める。

機械加工を手掛ける同社だが、十数

年前までは取引先がわずか数社だっ

たものの、現在は取引先100社超に

及び、成長を続ける。河野崇社長は、

金属加工業が成長する上での必要な

要素として「設備・人・仕事量のバ

ランスが取れた三角形」を挙げる。

それも「正三角形に近い状態」にす

ることで、おのずと収益もアップす

るという。　　


